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会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

歳
入
総
額
は
、
前
年
度

比
1.5
％
減
、
歳
出
総
額
は

1.4
％
の
減
で
、
歳
出
総
額

の
予
算
に
対
す
る
執
行
率

は
95・３
％
で
す
。
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
財
源
を
除
く

実
質
収
支
額
は
２
億
８
３

０
０
万
円
の
黒
字
、
単
年

度
収
支
は
１
７
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
昨
年
度
よ
り
１
％

増
、
市
税
全
体
の
収
納
率

は
0.3
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て

い
ま
す
。

全
体
に
つ
い
て
主
な
意
見

財
政
調
整
基
金
の
繰
入

れ
を
補
正
予
算
で
戻
し
た

実
質
の
黒
字
決
算
。
単
年

き
出
す
策
と
し
て
、
職
員

提
案
は
出
て
い
る
の
か
。

答
　
明
確
な
施
策
は
な
い

が
、
職
員
の
意
見
が
反
映

す
る
よ
う
な
条
件
設
定
を

し
て
い
き
た
い
。

総
務
部

問
　
外
国
人
市
民
生
活
相

談
窓
口
設
置
業
務
の
委
託

料
に
つ
い
て

答
　
９
割
が
人
件
費
で
、

令
和
元
年
度
の
予
算
で
は

増
額
し
て
い
る
。
国
の
外

国
人
受
入
環
境
整
備
交
付

金
の
第
３
次
募
集
に
応
募

す
る
か
検
討
中
で
あ
る
。

健
康
福
祉
部

問
　
特
定
健
診
・
各
種
検

診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い

て答
　「
び
わ
テ
ク
」ア
プ
リ

や
、
対
象
者
の
狙
い
を
決

め
て
勧
奨
は
が
き
を
出
す

な
ど
、
未
受
診
者
勧
奨
の

方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。

建
設
経
済
部

問
　
三
雲
駅
舎
南
側
市
有

地
の
利
活
用
計
画
に
つ
い

て答
　
本
年
８
月
の
プ
ロ
ポ

度
収
支
も
黒
字
転
換
し
、

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
少

し
改
善
し
て
い
る
。
今
後
、

扶
助
費
を
は
じ
め
義
務
的

経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
に
歳
入
増
、
歳
出
削

減
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率
は
4.8
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、
健

全
な
財
政
を
維
持
す
る
た

め
、
物
件
費
・
補
助
費
等

の
抑
制
や
義
務
的
経
費
縮

減
の
努
力
を
望
む
。

公
債
費
は
、
市
民
へ
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、

起
債
発
行
時
の
投
資
的
事

業
の
的
確
な
捉
え
方
や
財

政
的
配
慮
な
ど
の
上
、
計

画
的
な
発
行
と
事
業
執
行

に
工
夫
を
望
む
。
ま
た
、

財
政
事
情
を
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
公
表
・
周
知

し
、
理
解
を
得
る
べ
き
で

あ
る
。

歳
出
削
減
と
、
職
員
の

負
担
軽
減
を
は
か
る
に
は
、

事
業
全
体
を
大
き
く
と
ら

え
て
、
一
元
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

歳
出
に
つ
い
て
は
不
用

ー
ザ
ル
公
募
で
は
申
請
が

な
く
、
審
査
委
員
会
で
再

公
募
を
検
討
す
る
。

教
育
部

問
　
こ
と
ば
の
教
室
の
指

導
員
不
足
と
、
外
国
籍
児

童
の
対
応
に
つ
い
て

答
　
市
内
４
教
室
と
も
各

３
～
４
名
の
指
導
員
を
配

置
し
て
い
る
。
ポ
ケ
ト
ー

ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
対

応
を
、
必
要
な
学
校
も
含

め
て
進
め
て
い
る
。

〈
態
度
表
明
〉

賛
成
理
由

経
常
収
支
比
率
が
昨
年

度
よ
り
改
善
し
て
、
財
政

の
弾
力
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
。
基
金
が
21
・
７
％

増
と
な
り
、
歳
出
削
減
の

努
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

職
員
の
滞
納
整
理
の
努

力
と
不
納
欠
損
額
の
減
少

を
評
価
す
る
。

不
動
産
売
り
払
い
収
入

の
増
加
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
使
用
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
加
を
評
価
す
る
。

心
の
垣
根
を
取
り
除
く

よ
う
な
教
育
事
業
を
積
極

額
が
約
４
億
３
千
万
円
あ

が
っ
て
い
る
。
個
々
の
事

業
の
必
要
額
を
十
分
検
討

し
て
予
算
措
置
し
、
健
全

に
執
行
す
る
べ
き
で
あ
る
。

予
備
費
の
充
用
、
費
目

間
の
流
用
は
、
本
来
当
初

予
算
で
必
要
額
を
あ
げ
る

の
が
前
提
な
の
で
、
意
識

願
い
た
い
。

部
局
審
査
の
主
な
質
疑

総
合
政
策
部

問
　
市
民
が
使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

答
　
ア
ク
セ
ス
数
の
減
少

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
前
で
あ
っ
た
こ

と
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
や

子
ど
も
関
係
の
行
事
を
掲

載
し
て
い
る
ア
プ
リ「
こ

な
ん
い
ろ
」へ
の
ア
ク
セ

ス
が
増
え
た
と
考
え
ら
れ

る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
各
担

当
課
で
校
正
で
き
る
形
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
定
期

的
な
管
理
や
最
新
情
報
の

提
供
、
関
係
部
署
が
積
極

的
に
関
与
す
る
な
ど
、
啓

発
し
て
い
き
た
い

問
　
職
員
の
や
る
気
を
引

的
に
推
進
し
て
い
る
。

反
対
理
由

同
和
対
策
費
が
執
行
さ

れ
て
い
る
。

女
性
セ
ン
タ
ー
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
の
役
割
が

継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

学
童
保
育
で
は
、
保
護

者
か
ら
の
長
年
に
わ
た
る

改
善
要
望
が
具
体
化
さ
れ

て
い
な
い
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
押

さ
え
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
60
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て問
　
保
険
給
付
額
の
不
用

額
が
多
い
原
因
は
。

答
　
年
度
末
ま
で
の
決
算

が
未
確
定
の
た
め
予
算
確

保
を
し
た
も
の
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

も
影
響
し
て
い
る
。

問
　
基
金
積
立
金
の
活
用

は
。

答
　
保
険
料
抑
制
の
た
め
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告


